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長命時代における老人対策の落し穴
―精神的孤立の発生に何をしなければならないか―
The Pitfall of Welfare Policy for the Elderly 
in the Aging Society
―How should We Cope with the Occurrence of Social Isolation?―
































































































































とである｡この 『朽ちていく』過程は､ ･- 最
初にもいったように､引き帰す見込みがない｡『入
























































表 1 集 計 区 分 の 内 訳
回 答 調 査 不 能 合 計
入院中 転 出 不 在 拒 否 死 亡 その他

























国 民 年 金 28.6%


























既 婚 (配偶者がいる) 10.7%
離婚-生別 0.0%
死 別 85.7%
















































































































































































































































































































































































厚生省統計情報部 要介護者で､病気 (老衰を含む)や 同 上
｢匡Ⅰ民生活基礎調査｣ けが等で日常生活をほとんど雇てい
昭和61年 る状態が6カ月以上続いている者
東 京 都 日常生活動作能力を総合的に判断し 住民基本台帳から無作
｢東京都社会福祉基礎調査｣ たからだの状況によるo 為抽出し､調査員によ
昭和60年7月10日 る訪問面接調査-
大阪府医師会 .大阪大学医学部公衆 ｢厚生行政基礎調査｣に同じで､期間 大阪府医師会加入全医
衛生学教室 の制限なLo 療機関の患者 (40歳以
｢雇たきり者の診療.疾病.介護の 上)を対象に直接郵送
実態に関する研究｣昭和61年3月0 7 29日-8月31日 方式
全日本民主医療機関連合会 1.6カ月以上続けて澄込んでいる 加盟院所が各々の地域
｢ひとり暮らし.潅たきり老人 (トイレだけに起きる人を含む)o を設定し､地域諸団体
実態調査｣ 2.3カ月-6カ月 〝(〟) 協力による面接調査
昭和56年4月～57年3月 3.1カ月-3カ月 〝( 〟 )4 3 以上寝たり起きたり (床は常時敷いてあり食事に起きる)5 漬込む程ではないが､3カ月以上あまり積極的に動かない (床から離れて ることは多い)o
新潟県民生部 老衰及び心身の疾病 .障害の為に概 悉皆調査 .面接調査
｢昭和58年度雇たきり老人 ね3カ月以上臥床し､日常生活困難
実態調査｣ であり介助を必要とする状態であり､
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表4 寝たきり概念の整理と比較
英語での表現 日 本 で の 用 語
ADL (移 動) 寝たきりの概念
行 動 状 況 介護状況
日常生活支障なし 完全自立 唆味な概念としての寝たきり様態としての雇たきり
一部介助





調 査 年 日 本1987 デンマーク(ホ/レヾ ツタ市)1989 イギリス(全国) スウェーデン(全国) アメリカ(全国)
在宅居住者 (65歳以上)を100として (1) (2) (3) 不明 不明
･家にこもりきり(House-bound)ただし､常に寝たきり(Bed-bound)を含む常 寝たきり(Bed-bound) 4.106 0.1 8.002
長期ケア施設入所者 (65歳)以上を100として (6) (2) 不明 (4) (5)
･ベッド上で体を起こせる(Chair-bound)常に雇たきり (Bed-bound) 25.4338 4.5 61.842 40.865


























生 活 自立 ランクJ 何らかの障害等を有するが､日常生活はほぼ自立しており独力で外出する1 交通機関等を利用して外出する
2 隣近所へなら外出する
準寝たきり ランクA 屋内での生活は概ね自立しているが､介助なしには外出しない1 介助により外出し､日中はほとんどベッドから配れて生活する
2 外出の頻度が少なく､日中も嘉たり起きたりの生活をしている










































総 数 別居の親族等同 居 配偶者 千 子 の配偶者 その他
(資料) 厚生省統計情報部 ｢平成元年国民生活基礎調査｣
(出所) 図1に同じ｡P.21より｡
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1957､邦訳 :服部広子 ･一番ヶ瀬康子 共訳｢老人
の家族生活一社会問題として-｣､家政教育社､昭
和59年｡なお､本稿におけるP.タウンゼントの孤
立と孤独に関する引用および要約部分は､邦訳本
から行った｡
4)小原亜生訳 ｢経済的視座からみた高齢者の介護
のあり方-WHO報告書-｣F海外社会保障情報』､
社会保障研究所､1989年春および夏号より｡
5)大山正 F老人福祉法の解説』全国社会福祉協議
会､昭和39年､P.39-510
6)森幹郎 r老いとは何か一老い観の再発見-』､ミ
ネルヴァ書房､1989年､P.208-230より｡
7)萩原 ｢第三段階の福祉とアメニティ｣『福祉展
望』､第13巻､1992年､東京都社会福祉協議会､P.
8-90
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